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特徴



90~95%の避妊率

効果

05

04

01

03

子宮内膜症による疼痛軽減、病巣縮小

月経前不快気分障害(PMDD)月経前症候群(PMS)の効果

06

月経痛を軽減し、毎月の消退出血と休薬に伴う諸症状を回避できる

月経困難症、過多月経の改善効果02

卵巣がん・子宮体がん・大腸がんの発生頻度減少





長所

副作用が少ない

EE含有量が少ないほど、嘔気やむく

み、頭痛、倦怠感の副作用が少ない

服用が簡単

１相性ピルの場合は、１周期分の錠剤すべ

てが同じホルモンであるため、飲み違いが

起こらない

血栓の発症率が少ない

約１万人に対して３～９人

無月経や月経不順の治療に効果的

２相性・３相性ピルは生理的なホルモン動

態に近づけてあるため、無月経や月経不順

の治療に効果的



使用方法



価格

保険診療 １シート 500〜2500円

自由診療 15000円

月経困難症、PMS、尋常性ざ瘡（ニキビ）、子宮内膜性疼痛、月経不順、多毛症

避妊目的 月経移動 アフターピル

Q

Q



妊娠中、またはその可能性がある人

35歳以上 １日15本以上の喫煙

重症の高血圧症（160/100mmHg以上）

月経発来前、閉経後

禁忌

血管病変を伴う糖尿病

テキスト

手術前４週以内

産後４週間以内

乳がん、血栓症既往患者



その他

緊急避妊ピル

性交渉後24時間以内
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